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限られた資源を有効に活用するため、役割分担を明確にし、地域に不足する機能に対して支援を実施。 設備利用

地域イノベーション戦略支援プログラムとは

①地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積

②地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発、実施

③大学等の知のネットワークの構築

④地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化支援
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地域イノベーション戦略推進地域について

　文部科学省、経済産業省及び農林水産省では、平成23年度から、地域イノベーションの創出に向けた

主体的かつ優れた構想を持つ地域を「地域イノベーション戦略推進地域」として共同で選定することとして

います。これは、長期的な視点に立った新たな地域イノベーションの創出に向けて、「イノベーション推進

協議会」（構成員：地方公共団体、経済団体、大学等研究機関、金融機関等）を設置し、地域のイノベーション

戦略を策定して主体的に事業を実施している地域を、それぞれの地域のポテンシャルに応じて、「国際競争力

強化地域」又は「研究機能・産業集積高度化地域」のどちらかに選定するものです。

　選定された地域のうち、特に優れた戦略を有する地域に対しては、関係府省の施策を総動員して、大学に

おける基礎研究から企業における事業化までを切れ目なく支援し、総合的かつ効果的に地域イノベーション

戦略の実現を図ることとしています。

　これにより、産学官金が連携して地域の特性を活かした持続的・発展的なイノベーションを創出する仕組み

が構築され、活力ある地域づくり、ひいては我が国の科学技術の高度化・多様化や、我が国の産業競争力

の強化につながることが期待されます。

　地域イノベーション戦略支援プログラムは、地域イノベーション戦略推進地域（P2参照）に選定された

地域のうち、文部科学省による支援が地域イノベーション戦略の実現へ大きく貢献すると認められる地域

に対して、知的財産の形成、人材育成等（ソフト・ヒューマン）を重視した支援を実施する事業です。以下の

メニューから構成されており、各地域は、これらの事業を組み合わせて事業を実施することとなります。
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・新たなる地域イノベーションの創出に向け、「地域イノベーション戦略」

を策定し、その実現のため主体的な取組を実施
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①国内外から優れた
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地域活性化に貢献
しうる人材の創出

②人材育成プログラムの開発・実施

③地域連携コーディネータの雇用地域貢献機能の強化地域貢献機能の強化地域貢献機能の強化

　地域イノベーション戦略の中核を担う卓越した研究者を有する地域において、その研究者に次ぐ人材の不足により

十分な研究の展開が図れなくなることを防ぐためには、地域イノベーション創出の源泉である研究者の戦略的配置

が必要です。そのため、地域イノベーション戦略の実現に貢献し、将来の地域構想を担う次世代の研究者を、国内

外問わず原則当該地域以外から招へいすることに対し、支援を行います。

　地域戦略の実現に向けた取組を持続的なものとするためには、地域において継続的に地域イノベーション戦略の

実現に貢献する人材を育成することが必要となります。そのため、地域で活躍し、地域発の新産業創出や地域活性化

に貢献する優秀な人材の育成に資するプログラムの開発及び実行に対し、支援を行います。

　地域イノベーションの創出を実現するためには、大学等の研究機関が保有する数ある優れた研究シーズを共有し、

その中から地域の企業が求める技術ニーズと合致するものを発掘して事業化へつなげていく活動が重要です。その

ため、この役割を担う地域連携コーディネータの活動に対して必要な支援を行い、その活動により地域の大学等の

間で知のネットワークを構築することを目指します。

　大学等の研究機関が保有する研究設備・機器の中には、研究インフラが十分に整備されていない地域の中小企業

が利用を希望するものが数多く存在し、これらの研究設備・機器を有効に活用することで、地域の研究開発活動の

活発化につながることが期待されます。そこで、保有する研究設備・機器を地域の中小企業に開放する大学等に対

して、機器の操作や利用者の技術相談を受け付けるスタッフを配置するための支援を行います。

地域連携コーディネータの役割
・地域の大学等研究機関におけるコンソーシアム等の知のネット
　ワークを構築
・大学等の技術シーズを発掘して地域の技術シーズ情報を収集・整理
・企業ニーズの調査やマッチング　　等


